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本書は，実にタイムリーな書である。と同時に，
社会科を実践する先生方にとっては待望 の書でも
ある。
というのも，匚総合的な学習の時間（以下総合
的学習と略）」の創設 によって，「‾社会科が不安定
な状況にあるかの言説もある」からである。
本書を読むと，そのような心配が払拭される。
社会科授業の設計，分析に際しての理論が明示
され，そのことによって，社会科と総合的学習の
境界が明らかにされ，それぞれの役割が明確にさ
れるからである。ちなみに，提示されている社会
科授業理論30 の見取り図は以下のようにである。
社 会 科 授 業 理 論30 の 見 取 り 図
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では，実際に，社会科と総合的学習はどのよう
に 厂峻別」されるのか。理論19 を例にとると，
次のようになるという。
理論１９　内容的
動機付けによ
る問題発見・
探求過程を体
験させれば，
学び方の習得
に至る。
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「学習の基本は，子どもに科学知を習得させる
ことである。総合的学習といえども学習である以
上，この範疇から出ることはできない。科学知と
子ど もが持っている体験知とを結びつけ，その往
復運動 の中で習得して初 めて，その子のものにな
る。子どもが問題を持ち，それを自分の問題とし
て認知し，自分で解いていきたいとの意欲を持っ
ての問題解決過程が不可欠なのである。」(169 頁）
「ただ， その場合 の問題の持たせ方に，社会科
と総合的学習には明確な違いがある。科学知の構
造と体系性に沿って問題を組み立てていくのが，
社会科の授業設計の基本である。それに対して，
体験知とかかわって個性的 に組み立てられていく
のが総合的学習における問題である。この問題設
定の仕方の違いは，評価内容および評価方法 にも
反映してくる。到達目標との関係で評価する社会
科と方向目標との関係で成長過程として評価する
総合的学習では，大きく違って くる。」（170 頁）
本書を読むと，社会科と社会科授業理論の重要
性をますます認識させられる。 21世紀を再 び社
会科 の時代 にという著者の熱い思いが伝わってく
る。多 くの方に一読をお勧めしたい。
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